
第３４回ライスカップ群馬県小学生駅伝競走大会（案） 

 

１．主  催 上毛新聞社、群馬陸上競技協会 

２．協  賛 ＪＡグループ群馬  

３．後  援 群馬県、群馬県教育委員会、群馬県スポーツ協会 

４．期  日 令和９年３月６日（土）  

５．時  間 受   付   ク ラ ブ 対 抗 の 部 ７時００分～７時１５分 

               チャレンジ駅伝の部 ７時１５分～７時３０分 

開 会 式     ８時００分 

① クラブ対抗３・４年の部（男女混走） 

３・４年男女     招集   ８時４５分  競技 ９時００分 

② クラブ対抗５・６年の部（Ａチーム、Ｂチーム混走） 

      ５・６年男子Ａ、Ｂ 招集   ９時１５分  競技 ９時３０分 

５・６年女子Ａ、Ｂ  招集   ９時４５分  競技１０時００分 

③ チ ャ レ ン ジ 駅 伝 の 部 

男 子       招集 １０時１５分  競技１０時３０分 

    女 子       招集 １０時４５分  競技１１時００分 

       閉   会    １２時００分 

６．コ ー ス 正田醤油スタジアム群馬 補助競技場周辺コース 

７．区  間 ①クラブ対抗３・４年の部   １～５区 およそ０．８ｋｍ 

       ②クラブ対抗５・６年の部   １～５区 およそ１．０ｋｍ 

③チャレンジ駅伝の部   １～５区 およそ０．８ｋｍ 

８．参加資格  

①クラブ対抗３・４年の部                 

群馬陸上競技協会に加盟する団体より選出された、男女それぞれ３・４年生で構成される 

チームとし、各クラブ１チーム参加できる。 

②クラブ対抗５・６年の部                 

群馬陸上競技協会に加盟する団体より選出された、男女それぞれ５・６年生で構成される 

チームとし、各クラブ２チームまで参加できる。２チーム参加する場合は、チーム名を◯◯Ａ、 

◯◯Ｂとする。 

③チャレンジ駅伝の部 

地域団体、各クラブ、学校、又は県内外、男女を問わず、３年生以上で構成されるチームとし、 

同一所属から複数チームの参加ができる。チーム名は団体名やクラブ名、学校名や地域名等を 

用いて、複数参加する場合は○○Ａ、〇〇Ｂ…と登録すること。 

④健康診断の結果、異常がなく保護者の同意を得たもので、選手はスポーツ傷害保険に加入済み 

であること。 

９．競技方法 

 ①本大会は、２０２６年度日本陸上競技連盟競技規則・同駅伝競走規準及び本大会規定による。 

②クラブ対抗５・６年の部ならびにクラブ対抗３・４年の部のチームの編成は、男女別で、 

１チーム監督１名、選手５名とする。 

原則登録オーダー通りに走ることとするが、大会当日に欠員が生じた場合は、同一クラブ内 

からの選手変更を認める。その場合、走順の変更は認めない。なお、登録オーダーから変更 

する場合のみ、オーダー用紙を大会当日に提出すること。 

  当日の欠員に加え、選手の変更が叶わず、４名以下になってしまった場合は、途中区間まで 

駅伝を走ることとし、区間記録のみ有効記録として扱うこととする。 

③チャレンジ駅伝の部のチームの編成は、原則男女別とするが、男女混合チームも認める（その 

場合は男子の部で参加）。１チーム監督１名、選手５名とする。 

原則、登録オーダー通りに走ることとするが、大会当日に欠員が生じた場合は、同一クラブ内 



からの選手変更を認める。その場合、走順の変更は認めない。なお、登録オーダーから変更 

する場合のみ、オーダー用紙を大会当日に提出すること。 

４名以下になってしまった場合は、途中区間まで駅伝を走ることとする。 

④たすきについては主催者が用意し受付で配布する。計測はチップとし、フィニッシュ後、たすきは 

回収する。なお、たすきは肩から斜めに脇の下に掛け、渡す場合は、前走者と次走者の間で手渡し 

されなければならない。 

⑤たすきの受け渡しに際しては、前走者がたすきを外すのは中継所手前 400mから、次走者が 

たすきを掛けるのは中継所 200mまでをおよその目安とする。 

⑥主催者は、競技場に入ってきたチームナンバーを通告する。 

⑦アスリートビブスは、主催者が用意する。走者の胸部に見やすいようにつけること。 

⑧選手は左側走行を厳守し、走路外の場所を走らない。また、選手の伴走は認めない。 

⑨走者が途中で競技を継続できない状態になったとき、当該チームのその区間の競技を無効とする。 

但し、そのチームは審判長の指示に従い、次区間走者から再び競技を続行することができる。この 

場合、チームの全体記録は無効となるが、無効となった区間以外の各区間は認められる。 

⑩同一人が複数のチームにわたり参加することは出来ない。 

⑪不正行為のあった場合、または審判員の指示に従わない場合は失格とする。 

１０．表  彰 

①クラブ対抗３・４年の部の団体表彰について 

男女混走ではあるが、男女別集計とし、それぞれ１位から３位に賞状、メダルを授与し、 

４～８位に賞状を授与する。 

②クラブ対抗３・４年の部の個人表彰について 

男女混走ではあるが、男女別集計とし、各区間１位～３位に賞状、メダルを授与する。 

③クラブ対抗５・６年の部の団体表彰について 

A チーム・B チーム別集計とする。A チームの１位～３位に賞状、メダルを授与し、４位～８位に 

賞状を授与する。B チームの１位～３位に賞状を授与する。なお、 

A チームとして登録されたチームの中で１位のチームには、群馬県農業協同組合中央会から、 

ライスカップ賞として賞状とライスカップ、副賞を授与する。 

④クラブ対抗５・６年の部の個人表彰について 

A チーム・B チーム同一集計とし、各区間１位～３位に賞状、メダルを授与する。 

⑤チャレンジ駅伝の部の団体表彰について 

  それぞれ１位から８位までに賞状を授与する。個人表彰は行わない。 

 ⑥全チームに参加賞を授与する。 

１１．申込方法 

 ①クラブ対抗３・４年の部ならびにクラブ対抗５・６年の部 

  群馬陸上競技協会加盟団体単位で申込むこと。 

②チャレンジ駅伝の部 

地域団体、各クラブ、学校、男女を問わず編成し、申し込むことができる。チーム名は、団体名や 

クラブ名、学校名や地域名等を用いて、複数参加する場合は○○Ａ、〇〇Ｂ…と登録すること。 

③令和９年１月以降に群馬陸上競技協会のＨＰにアップした申込ファイルに記入し，メール 

（entjaafgunma@gmail.com）で提出する。 

 ④クラブ対抗の部・チャレンジ駅伝の部、共に、申し込む際は５名でチームを編成すること。 

⑤申し込みの締め切りは、２月１２日（金）１７時厳守とする。 

⑥参加費の振り込みは２月１９日（金）までとする。それまでに参加費を納入しない場合は、 

参加を認めない。参加費は、指定された口座に振り込むこととする。 

１２．参加料     １チーム １０，０００円 

  振込先 群馬銀行 本店営業部 普通口座 １２４７１０６ ｶ)ｼﾞｮｳﾓｳｼﾝﾌﾞﾝｼｬ 

なお、参加料は申し込みに対して発生するため、棄権をした場合でも必ず支払うこと。 

 



１３．その他 

○開会式には、全チームの監督、選手が参加する。 

 ○ウォーミングアップは、それぞれのクラブもしくはチームで行う。 

 ○大会当日、監督会議を午前７時１５分から正面玄関付近にて行う。 

 ○審判員の集合時刻は午前７時２０分とし、審判員打ち合わせを午前７時３０分から行う。 

  

＜問い合わせ先＞ 

  大会に関する問合せは、全てチーム代表者が下記に行うこと。 

○群馬陸上競技協会 普及育成委員会   木島 大輔＜baj1999_bb@yahoo.co.jp＞ 

 

＜大会事務局＞ 

○ライスカップ群馬県小学生駅伝競走大会事務局 

  〒３７１－８６６６ 前橋市古市町１－５０－２１ 

上毛新聞社営業局事業部内（℡０２７－２５４－９９５５）（平日 9:00～17：20） 

 

＜本大会注意事項及び申し合わせ事項＞ 

◯ 注意事項 

   ① 主催者は疾病や紛失、その他の事故に対し、応急処置を除いて一切の責任を負わない。 

   ② 主催者は個人情報の重要性認識し、個人情報の保護に関する法律及び関連法令等を厳守し、

個人情報を取り扱う。 

   ③ 参加については、各チームで責任を持つこと。参加したことによる不利益については、一切

責任を追わない。 

   ④ 大会に登録した情報については、選手登録、新聞・プログラム掲載のため使用する。ま

た、大会成績は新聞・ホームページ・次年度のプログラムに掲載する。同事項に関して

は、申込書を提出した時点で、承諾しているものと判断する。 

⑤ 大会中に撮影されたすべての映像の著作権はすべて主催者にあり、個人撮影したものは個人

としての視聴を目的とし、SNS等に掲載しないこと。 

◯ 申し合わせ事項 

・クラブ対抗の部において、大会当日に欠員が生じた場合は、同一クラブ内からの選手変更を 

認めるが、変更する選手に関しては、クラブ対抗の部やチャレンジ駅伝の部への登録等は問わ

ない。つまり、５・６年の部において、Ａチームに欠員が生じた場合、Ｂチームの選手をＡチ

ームに移動することや、Ｂチームの空いた区間には、別の選手を補充すること等を認める。 

また、３・４年の部において欠員が生じた場合も、チャレンジ駅伝に登録している選手を移動

させたり、もともと本大会に登録していない同一クラブ内の選手を補充したりすることなども

認める。 

・クラブ対抗の部ならびにチャレンジ駅伝の部のいずれにおいても、４名以下になってしまった

場合は、登録オーダー順を崩さず欠員区間を詰めて、途中区間まで駅伝を走ることとする。 

・友好レースは実施しない。したがって、クラブ対抗の部ならびにチャレンジ駅伝の部いずれも

補員を設けず、当日の欠員が生じた場合の選手変更や、４名以下になってしまった場合は、上

記「競技方法②③」の通りとする。 

・今年度は補助競技場での開催となるため、器具庫付近で招集を行い、出走地点には係員の指示

のもと移動する流れをとる。 

・表彰は、団体表彰ならびに個人表彰ともに１位～８位まで一斉に賞状、メダル（３位まで）を

授与する。ただし、クラブ対抗５・６年の部の団体表彰においては、男女共にＡチームの１位

のみ個別表彰を行う。なお、団体表彰で授与する賞状は、選手名入りで１チーム５枚とする。 


